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研究要旨 がん登録等の推進に関する法律（がん登録推進法、平成25年法律第111号）に

基づき集められた全国のがんの罹患の情報（全国がん登録情報）は、がんに係る調査研究

やがん対策の企画立案又は実施のために利用できる。2019年から国立がん研究センター

では、「全国がん登録 情報提供の窓口」を開設し、全国がん登録情報の利用申請を受け

付けており、今後当該情報の利活用はさらに進むことが予想される。そこで、本分担研究

の目的は、任期となる三年間を通して、欧米におけるがん登録データを含む医療情報収

集・提供・利用状況を調査し、調査結果を基に、我が国でのあり方を提言することである。

 昨今の情報保護の厳格化を踏まえ、とりわけ欧州を中心に、がん登録情報を初めとする

医療情報の収集方法及び研究や行政利用での提供方法を調査した結果は、我が国のあり

方に参照できる。欧州で取り入れられているデータの提供方法、その安全性と簡便性、さ

らに利用方法や利用範囲について今後確認していきたい。本年度は、昨年度作成した調査

票を精査・修正し、国際がん登録協議会（International Association of Cancer Regist
ries）へ事前調査を行った。来年度は、事前調査のフィードバックを基に最終化した調査

票を国際がん登録協議会（International Association of Cancer Registries）や欧州が

ん登録ネットワーク（European Network of Cancer Registries）のネットワークを介

し、各国の統計担当者へ配布する。来年度の報告書では、調査結果を基に、諸外国におけ

る医療情報集・提供・利用状況についてまとめたい。本調査により、我が国の医療情報提

供の仕組みを検討する上で、有益な基礎情報が収集できる。 

A. 研究目的 
がん登録等の推進に関する法律（がん登

録推進法、平成 25 年法律第 111 号）に基づ

き集められた全国のがんの罹患の情報（全

国がん登録情報）は、がんに係る調査研究や

がん対策の企画立案又は実施のために利用

できる。2019 年から国立がん研究センター

では、「全国がん登録 情報提供の窓口」を

開設し、全国がん登録情報の利用申請を受

け付けていており、今後当該情報の利活用

はさらに進むことが予想される。 
そこで、本分担研究の目的は、任期となる

三年間を通して、欧米におけるがん登録デ

ータを含む医療情報収集・提供・利用状況を

調査し、調査結果を基に、我が国でのあり方

を提言することである。 
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B. 研究方法 
本 年 度 は 、 国 際 が ん 登 録 協 議 会

（ International Association of Cancer 
Registries）へ最新版の調査票を送付し事前

調査を行った（添付 1）。調査項目は 10 項

目から成り、以下の通りである： 
 がん登録の仕組み (Cancer Registry 

Data) 
 がん検診制度(Cancer Screening) 
 死亡データ(Mortality Database) 
 健 康 保 険 の 請 求 デ ー タ (Health 

Insurance Claim Data) 
 バイオバンク／ゲノム情報データ

(Biobank or genomic information 
database) 

 人口動態調査(Census or other socio-
demographic database) 

 その他の臨床系データについて(Other 
clinical database) 

 データリンケージについて (Data 
linkage) 

 データ利用に関して(Data usage) 
 調査を実施する上での課題(Barriers 

to conduct the research) 
 
事前調査を基に最終化した調査票を、国

際 が ん 登 録 協 議 会 （ International 
Association of Cancer Registries）や欧州

が ん 登 録 ネ ッ ト ワ ー ク （ European 
Network of Cancer Registries）のネットワ

ークを介し、各国における統計担当者へ来

年度より配布する。 
 

C. 研究結果 
昨今の情報保護の厳格化を踏まえ、とり

わけ欧州を中心に、がん登録情報を初めと

する医療情報の収集方法及び研究や行政利

用での提供方法を調査した結果は、我が国

のあり方に参照できる。来年度より実施す

る調査結果を基に、欧州で取り入れられて

いるデータの提供方法、その安全性と簡便

性、さらに利用方法や利用範囲について今

後確認していきたい。 
 

D. 考察 
本調査票を基に、医療情報の収集や提供

の仕組みについて国際比較を行うことが可

能になるであろう。過去に、Siesling (2015)
は、欧州におけるがん登録の仕組みの整理

を行っている。本調査を実施することによ

り、より幅広い国々におけるがん登録なら

びに医療情報の仕組み、その提供方法や利

用状況を把握することが可能である。 
我が国の医療情報提供の仕組みを検討

する上で、これらの情報は有益な基礎情報

となることが期待される。 
 
E. 結論 

本分担研究では、欧米におけるがん登録

データを含む医療情報の収集・提供・利用状

況を調査する。10 項目から構成される調査

票を、来年度より各国の統計担当者へ配布

し、回答を収集する。調査結果は、来年度の

報告書で纏める。本調査により、我が国の医

療情報提供の仕組みを検討する上で、有益

な基礎情報が収集できる。 
 
F. 健康危険情報 
なし 
 
G. 研究発表 
なし 
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H. 知的財産権の出願・登録情報 
1. 特許取得 
なし 
2. 実用新案登録 
なし 
3. その他 
なし 
 
参考文献： 
Siesling S. Louwman W.J. Kwast A et al. 
Use of cancer registries for public health 
and clinical research in Europe: Results of 
the European Network of Cancer 
Registries suevry among 161 population-
based cancer registries during 2020-2012. 
Eur J Cancer. 2015 Jun;51(9):1039-49. 
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